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静電気⼒を利⽤したフレキシブル・アクチュエータの開発
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Research Abstract

本研究では、真正粘菌のモジホコリカビ(Physarum Polycephalum)の変形体の運動をバイオミメティクス的に参考にし、柔軟性をもつ新しい原理の静電気⼒を利⽤した
アクチュエータを開発することを⽬的に研究を⾏い、主に以下の成果が得られた。なお、外膜としては、ポリビニルあるいはナイロン膜をガラス表⾯に薄くコーティング
し、乾燥後に剥がしとって得られる2種類の膜を⽤意した。 
1.得られた外膜に静電気⼒により収縮運動を起こさせるために、⾦蒸着膜、アルミ箔、および直径数⼗μmの銅線の3通りの電極を⾼分⼦外膜表⾯に作成した。これらを
⽤いて電圧を実際に与えたところ、本研究では銅線を⽤いた場合がもっとも収縮が⼤きくなった。 
2.銅線を電極に⽤いた外膜を束ね内部に⽔を閉じ込めて、直径5〜10mm程度のチューブ状アクチュエータを作成した。これらの電極に周期的な電圧変化を与えたとこ
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ろ、電圧変化対応した振動を発⽣させることができた。内部が⽔のままでは形状を維持するのが困難であったが、内部を⽔の変わりに寒天で満たしたところ改善されるこ
とがわかった。 
3.寒天内部に直径1mm程度の種々形状をした⽳を開け、アクチュエータに収縮運動をさせたところ、ポンプのように⽔を移動させることができた。しかし、この現象を
起こすための条件については、現段階ではまだはっきりしていない。また、加える電圧が⾼すぎると⽔の電気分解などが起こるという問題点も明らかになった。
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